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fH Ω1ωpe 〃PICs △〃λ（％） 雛r ψ（Ω）
50MHz 0，357 0，986 一〇．97 一1．05×10ヨ 一〇．H5




160MHz 1，143 0，999 十〇．35 一8，65XlO4 十4．42
となる。本実験ではグリッドに高周波電圧を加えてい
るので，デバイ長程度まで電界がしみ出していると考
えられ，このとき玲＝0．25Vを用いて，　Eo＝1．84Vl
cmと評価できる。この値と本実験での各種パラメータ
を用いてTable．1の計算値が求められる。
　の（Ω）＜0のとき高周波によるイオン音波の安定化
が起こる。4）その物理的機構はイオン音波の位相速
度低下に伴うイオンランダウ減衰効果の増大と理解さ
れる。しかしながら，本実験の場合，理論的に得られ
た減衰率一んi／ん，は10－3のオーダーであり，実験値に比
べて2桁も小さい。これはPonderomotive力が効果
的になるにはかなり強い高周波電界を必要とすること
を意味している。本実験ではイオン音波の振幅に比べ
て小さな高周波電界を印加しているだけであるので，
Ponderomotive力によるイオン音波の安定化は無視
できることが結論づけられる。
3．3．2　非線形散逸力（プラズマメーザー効果）によ
　　　るイオン音波の安定化
漁編，＞1でイオン音波が安定化され，又，西の増
加に伴って非線形イオン音波の振幅振動の次数が大き
くなる本実験結果を説明するために，最近指摘された
プラズマメーザー効果について考察する。
　南部らが指摘したプラズマメーザー効果は，低周波
波動に共鳴する電子に起因した高周波散逸力で高周波
波動が成長する効果である。6）結果として低周波波
動が安定化されるので，核融合プラズマの閉じ込めや
宇宙空間プラズマのAKR輻射機構として興味を持た
れている。南部によれば，非磁化プラズマ中のプラズ
マメーザーによるイオン音波の減衰率は
倉一（亟んr）2婿夙
（12）
と与えられる。ここで礁＝瑞！4πη興は高周波波動の
エネルギーである。
ん，／んD。＝0．126，聡＝4×10－3とすると
んi／ん，＝10－3
となり，肱を晩の値にとったとしても
んi／ん，＝10－2
となり，実験値より1～2オーダー小さい。本実験で
は，高周波のエネルギー既を直接測定していないの
で，これらの評価には誤差が含まれるが，非磁化プラ
ズマ中ではプラズマメーザー効果は小さいと思われる。
134 高周波電界による大振幅イオン音波の非線形減衰
4．　おわりに
　ダブルプラズマ装置を用いて高周波電界下の大振幅
イオン音波の伝搬特性を調べ，異常に大きな非線形減
衰を観測した。この空間的減衰率はPonderomotive
力や非線形散逸力の理論で予想される値より1～2桁
大きく，振幅振動とも関連していることがわかった。
　今後は，グリッド近傍の局所的な不均一高周波電界
を考慮した理論的検討を加えるとともに，高周波電界
により励起される高周波波動との関連について検討し
ていく予定である。
　最後に，実験に際しお世話になった宇宙科学研究所
の中村助教授と実験を手伝っていただいた院生藤村幸
夫氏（現九州電力）に謝意を表する。
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